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 令和 2 年度の前期も終わろうとしています。新型コロナウィルス感染症のために 6 月から学校が再開

し、大変短い前期となりました。私自身、教師生活で初めての長い臨時休業や短い夏休みを経験し、本

当に翻弄させられる上半期でした。皆さんはどうでしたでしょうか？ 本来夏休みには良い思い出づく

りや、部活動の大会など、あったはずのものが軒並み中止となってしまい、学校生活においても、体育

祭や修学旅行、校外学習など中止や延期が重なってしまいました。現在、社会は感染が治まったわけで

はありませんが少しずつ快方へと向かっています。「WITH コロナ」の言葉通り、感染予防を徹底しつつ

も、以前の生活を取り戻していくことも大切なことのように思います。 

 さて、「人生は航海なり」と言われます。中国唐代の詩人李白の「航路難(行路難)」という詩の一部を

紹介したいと思います。「人生の航路は困難だ。本当に困難だ。分かれ道が多すぎる。私が夢に見る太

陽は、今はいったいどちらにおられるのだろうか。大風に乗じて万里の波を乗り越える。そういう時期

がいつかは来る。その時こそ雲のように速い帆をかけて、大海原を渡っていこう。」この詩は難しそう

ですが、これからの人生には困難なことが多いかもしれませんが、必ず順風満帆になる時が来ることを

信じましょうという内容です。まさに今が台風の時なのかもしれませんね。人生の台風は乗り越えたい

ものです。「人生は航海なり」です。 

 

 

 

 

 

２０２１年が始まり、引き続き「７組最高」という学級目標に向かっています。今月予定していた「市合同学芸会」等の

行事は中止となりましたが、７組では「卒業生と思い出をつくる会」を行いました。新年度は新学習指導要領に移行し、学

びも変わります。来月から今年度の学習のまとめをしっかり行うとともに、３年生は特別時間割が始まり、卒業後を見据え

た学習に取り組んでいきます。今年もよろしくお願い致します。 

 

学校教育目標   学び合い 認め合い 高め合う 

１年 

総合の時間に、次年度実施予定の「鎌

倉校外学習」に向けて班新聞を作り、発

表しました。安心して校外学習を実施で

きることを願っています。 

 

 

 

２年 

書き初め「夢を信じる」が教室に掲示さ

れています。自分の夢を実現させるため、

今年度の残り2ヶ月、学習でも部活でもし

っかり力を蓄えていってほしいです。 

 

３年 
１月私立推薦入試を皮切りに、私立一般、

公立と２月はいよいよ受験シーズンです。 

今年は昨年と受験形態が変わることもあり

ましたが、これからも着実に歩みを進めて

いきましょう。そして仲間を大切にして、

この山を乗り越えましょう！！ 

 

 

例年は体育館で行っていましたが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、各教室での開催

となりました。大きな声で「はい！」と札をとることもかないませんでしたが、練習の成果を発揮し、上の句

のはじめの部分を聞くだけで札を探し、取り合う姿が見受けられ、非常にレベルの高い対戦の多い大会となり

ました。1年生では、クラス内対抗戦を行い、2試合あわせて128枚を 1人で取った人が学年1位として表

彰されました。また、2年生では、5試合あわせて323枚 

を 1人で取った人が学年 1位となり、2組が優勝しました。 

来年度に向けて、これからも楽しく日本の伝統文化に親し 

んでほしいと思います。 

 

〈学年より〉 

何も咲かない寒い日は …… 

副校長 高橋美光 

 令和３年が始まり、早くも１か月がたちました。『年末年始をステイホームで静かに過ごしましょう』というスローガンも

空しく、年明け２週目にして緊急事態宣言が再発令される事態となってしまいました。 

昨年と違ってショッピングモールや映画館等が営業しているせいか、危機感・閉塞感が前回より多少薄らいでいるように

感じます。しかし、感染者数は昨年をはるかに上回り、その方々が辛い思いをしていることを考えると、あらためて対策・

予防を徹底しなければならないと思います。 

『何も咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ。やがて大きな花が咲く』 

この格言はシドニー五輪女子マラソンの金メダリスト高橋尚子さんが高校時代の恩師から送られた言葉だそうです。私も

部活動の冬のトレーニング期に、この言葉を何度となく生徒へ発した記憶があります。春夏に大きく花開かせるためには、

寒くて活動が低迷する冬の期間に隠れた部分を鍛え、そこに力を蓄えておくことが必要だ、と…。 

さて、この冬の横浜は降雨降雪が少なく、寒さも厳しい日が多いようです。加えて感染予防のため、行動範囲を広げずに

生活することが求められています。こんな時こそ「下へ下へと根を伸ばす」絶好のチャンスです。近い将来、感染予防対策

不要・マスク不要となった時に「こんなに大人びていたかな？」と見てもらえるよう、皆さんには自分磨きに励んで欲しい

と思います。保護者の皆様もご自愛いただくと同時に、お子さんの自分磨きを応援してくださいますようお願い致します。 

 

 


